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あいちエコアクション推進事業について

２００５年 
（Ｈ１７年） 

２０１０年 
（Ｈ２２年）

２０１４年 
（Ｈ２６年） 

 県民等の環境意識の高まり 

 NPO、市民団体等の環境への

取組が活発化

 生物多様性の重要性を身近な問題として新たに

県民等が認識 

 県民、NPO、企業による生物多様性をはじめとし

た環境保全に関する取組が一層拡大

「環境月間 県民

のつどい」などの

行事を通じて県民

への呼びかけを継

続していく 

キックオフイベントの開催 
・学校、ＮＰＯ，企業等のエコアクションの 
取組を県民に発信 

・パネルディスカッション、ブース出展 など 

愛知万博 

 持続可能な社会づくりの大切さ、その

ために学ぶことの大切さ、次の世代に

受け継ぐことの大切さを理解し、自ら

行動することを呼びかけていく 

あいちエコアクション推進事業 

※ＡＥＬ（あえる）ネット 

愛知県環境学習施設等連絡協議会 

（Aichi Environmental Learning  Network）の愛称。

県内の環境学習施設が協力して、地域におけ

る環境学習の推進を図るために平成 20 年３月

に設置。 

＜環境学習施設例＞ 

・もりの学舎（長久手市） 

・エコパルなごや（名古屋市） 

・トヨタの森・エコの森ハウス（豊田市） 

・東邦ガス ガスエネルギー館（東海市）  

など 58 施設加盟（平成 25 年 11 月末現在）

「自然の叡智」

をテーマとし

た世界で初め

ての環境万博

ＣＯＰ10
生物多様性保全

の国際的枠組み

等を決定する世

界会議（COP10 で

は「愛知目標」

等が採択）

ＥＳＤ
世界会議 
「国連 ESD の 10

年」の活動を振

り 返 る と と も

に、2014 年以降

の方策を議論す

る世界会議 

ハードネットワーク（体験の場）とソフトネットワーク（情報交流）
の両輪でエコアクションを促し、スマートエコライフを実践 

ＡＥＬネットを活用した 
エコアクションの促進 
[環境学習施設のネットワーク] 

・県民に様々な環境体験の機会を提供 

・ＡＥＬネット施設の連携・拡充 

＜緊急雇用創出事業基金を活用＞ 

ウェブサイトの開設 
[ウェブでの情報ネットワーク] 

・エコアクションの意識づけ 

・環境学習施設等の情報提供 

・ＮＰＯ等情報交流サイト 

ハードネットワーク ソフトネットワーク
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